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トピックス2　３次元表示対応テレビの映像コンテンツ供給環境の充実
3次元表示対応テレビ（3D対応 TV）の普及環境が整えられてきた。撮影カメラ、記録媒体や再生機の
3D対応版が発表され、さらに、既存顧客を多く抱える衛星やケ ブールのTV放送、ゲーム機の一部で 3D
対応予定が発表されている。これらはいずれも 3D対応 TV普及の阻害要因と考えられてきた 3D映像コン
テンツの絶対的不足の解消に寄与するものである。特にコンテンツを生成する 3D撮影カメラは重要で、
小型で取り扱い容易なものが新たに技術開発されてきた。3D対応 TVの今後の普及動向が注目される。
国 際 家 電 展 示 会：2010 International Consumer 
Electronics Show（2010 年 1 月7 ～10 日、米国ラスベ
ガスで開催）において、韓国と日本を中心とした企業数
社が 3 次元表示対応テレビ（以下、3D 対応 TV）を展
示発表した。出展された 3D 対応 TVの多くは、液晶
シャッター付きの専用メガネを用いて左右の眼に別々
の画像を提示して立体映像を得させるものであった。
従来、3D 対応 TV 普及の阻害要因は、3D 映像コ
ンテンツの絶対的不足にあると考えられてきた。この
3D 映像コンテンツの供給環境を充実させる各種機
器・施策が同時期に発表された。撮影カメラや記録媒
体、再生機（プレーヤー）の 3D 対応版の発表、衛星
やケーブルの TV 放送事業者やゲーム機メーカの 3D
対応予定などである。それらのなかでも、簡易に取り
扱える 3D 撮影カメラの開発は、映像コンテンツを充
実させるうえで特に大きなインパクトももたらすと考えら
れる（図表）。
3D 映像コンテンツの制作は、従来、主に映画製作
の分野で行われてきた。通常の実写やアニメーション
の映像をもとに映像中の対象物の奥行き情報等を半自
動あるいは手作業で計算して行われ、労力･ 時間を要
するもので、実際に制作される映像コンテンツはごく少
数であった。次いで、3D 映画撮影のためにビデオカメ
ラ 2 台を組み合わせたものが用いられるようになった
が、レンズ間隔を人間の眼の間隔（約 6.5cm）と同じに
するためにハ フーミラーを用い、大型で入念な調整作
業を要するものであった。これに対し、最近、小型で
取り扱い容易な 2 眼式一体型 1）や１眼式の 3D 撮影カ
メラ 2）が開発されてきた。これらは、スポーツ中継等
の 3D テレビ放送の可能性を切り拓くものである。デジ
タル技術・素子技術のほか、撮影時にその場で 3D 映
像を確認可能とする高精細映像表示技術などが要素
技術として寄与している。
このような簡易に取り扱える 3D 撮影カメラの一般化
は、映画制作あるいは配給会社以外からの 3D 映像コ
ンテンツの供給を可能にする。コンテンツ量が大きく増
加することで、3D 対応 TVの普及も促進されると期待
されている。
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